
■大学生指導員の養成・確保に当たっての仕組みやフロー ■実証事業の検証・評価方法

■事業の実施体制図（学内体制に留まらず、地域の組織・団体との連携体制も示すこと）

「大学生指導員養成・確保」について

【学内外：周知について】
（学内）本学のポートフォリオシステム「マナバ」により、

全学生・全教職員に本事業を周知。
（学外）本学ウェブサイト、及び「NIUスポーツ」、公式イ

ンスタグラム等により周知。

☟

【本事業の養成について】
〇右記の「■事業の実施体制図」により本事業を実施。
〇学生：科目「地域連携活動」履修生、本事業に賛同の学生・

一般市民が本事業のプログラムに参加し、養成。

☟

【本事業による指導員の確保】
①指導者育成事業②指導者研修・招聘事業
⇒③学外プロジェクト事業
⇒④長崎県「指導者エントリーシステム」マッチング事業

＊「評価⇒PDCA」＋「先進的事例調査」＋「優秀な学生表彰」

実施計画名 長崎国際大学におけるスポーツ指導員増員計画－大学の授業＆産学官連携・市民参加型＆離島を含めた部活動地域移行
支援プログラム－

事 業 概 要

【スポーツ指導者育成事業：Sports Instructor Training Program：ITP事業】
①指導者育成事業②指導者研修・招聘事業③学外プロジェクト事業④長崎県「指導者エントリーシステム」マッチング事
業⑤その他、調査・評価・表彰事業
①・②：事業参加者に対する「育成・研修・招聘」事業 ③：①・②で学んだ知識を学外（中学他）にて実施する事業
④：①・②・③の事業参加者に対するマッチング事業 ⑤：①・②・③・④における「その他、調査・評価・表彰」事業

令和6年度スポーツ庁委託事業「感動する大学スポーツ総合支援事業」
②大学生指導員の養成・確保に関する実証事業 企画提案書（事業概要資料）

大学名 長崎国際大学

①学生の主体的な取り組みを評価
②連携ニーズについての評価
③活動の頻度・延べ日数の妥当性
④将来的な地域活動への参加意欲

☆授業活用の効果はあったか？
☆現場のニーズに対応できたか？
☆継続的に指導者は確保できるか？
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